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平成14年度大気中揮発性有機化合物 (VOCs)モニタリング調査

佐藤昌則・和田佳久・斉藤勝美

1.モニタリング調査の概要

平成8年5月の大気汚染防止法の一部改正により，

地方公共団体では有害大気汚染物質による大気汚染

の状況を把握することが義務付けられた。本県では，

平成9年 10月から優先取組物質22物質のうち，ベ

ンゼン，トリクロロエチレンおよびテトラクロロエ

チレンなど9種の揮発性有機化合物 (VOCs)のモニ

タリング調査を県内 4地点で開始した。さらに，平

成 10年 4月からは，米国での VOCsの分析法

T0-14A1)に定められている化合物も追加し， 44種の

VOCsについて測定を行っている。

モニタリング調査は図 1に示した地点で行ってい

る。一般環境調査地点としては大館市と本荘市の一

般環境大気測定局の 2地点，沿道の調査地点として

は横手市の自動車排出ガス測定局（国道 13号線沿

い），固定発生源周辺の調査地点としては秋田石油備

蓄基地に近接した男鹿市船川の一般環境大気測定局

である。モニタリング調査地点における空気試料は，

毎月 1回，高真空化したステンレス製容器（キャニ

スター）に，加圧ポンプとマスフローコントローラ

ーを用いて 24時間一定流量で加圧採取した。キャニ

スターに加圧採取した空気試料中のvoesは，大気

試料自動濃縮導入装置 (Tekmar-Dohrmann社製，

AUTOCan)で濃縮し，ガスクロマトグラフ質量分析

計（島津製作所製， GCMS-QPSOSOA)に導入して測

定した。
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図 1 モニタリング調査地点

2.調査結果

モニタリング調査を行っている優先取組物質 9化

合物のうち，ジクロロメタン，ベンゼン， トリクロ

ロエチレンおよびテトラクロロエチレンの 4化合物

については大気環境基準が定められているが，その

他の 5化合物については濃度評価のための参考値が

有害大気汚染物質測定方法マニュアル 2)に示されて

いる。優先取組物質9化合物の大気環境基準または

濃度評価のための参考値は，表 1のとおりである。

表1 優先取組物質9化合物の大気環境基準または濃度評価のための参考値

化合物名 基準値または参考値 備 考

塩化ピニルモノマー 1 μg/m3 (0.38 ppbv) * ォランダ大気環境目標濃度

1,3ープタジエン 0.04 μg/m3 (0.018 ppbv) * 

：二ニレ:リル 塁ご心；芯：：：｝塁雰閉宮）の
1,2ージクロロエタン 0.4 μg/m3 (0.097 ppbv) * 

ジクロロメタン 年平均値 150μg/m3 (42 ppbv) 

長：：：冨 ：日：：；［ど：三三v) }大気環境基準
＊濃度評価のための参考値。基準値および参考値は，気温20°C,I気圧における値である。
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平成 14年度のモニタリング調査結果を，年平均濃

度と濃度変動幅（最小値，最大値）で表2に示した。

優先取組物質9化合物のうち，大気環境基準が定め

られている 4化合物については，全ての調査地点に

おいて年平均値が環境基準を満たしていた。その他

の5化合物については，一般環境の 2地点および沿

道の 1地点で 1,3ーブタジェンの年平均値が濃度評価

のための参考値を上回ったが，その他の化合物の年

平均値は参考値以内であった。

測定した 44種の VOCsそれぞれについて，調査地

点間の年平均濃度の差や濃度変動幅をみると，

CFC-12, CFC-114，クロロメタン，CFC-11,CFC-113, 

1,1,1—トリクロロエタンおよび四塩化炭素は，調査地

点間で年平均濃度の差が小さく，濃度変動幅も小さ

かった。また，ブロモメタンは，固定発生源周辺の

船川局以外では年平均濃度が同じ程度で，濃度変動

幅も比較的小さかった。これに対して， 1,3-ブタジ

エン，ジクロロメタン，ベンゼン，トルエン，エチ

ルベンゼン，キシレン， 4-エチルトルエンおよび

1,2,4-トリメチルベンゼンは，調査地点間の年平均濃

度の差が大きく，濃度変動幅も大きかった。ジクロ

ロメタンは溶剤や洗浄剤に，トルエン，エチルベン

ゼンおよびキシレンは溶剤や塗料に含まれている。

また，ベンゼン，トルエン，エチルベンゼン，キシ

レン， 4-エチルトルエンおよび 1,2,4—トリメチルベン

ゼンはガソリンにも含まれておりり，1,3-ブタジェン，

ベンゼン，トルエンおよび 1,2,4—トリメチルベンゼ

ンは自動車排出ガスからも多く検出されている 4)。

したがって，これら化合物の年平均濃度の高いモニ

タリング調査地点では，溶剤や塗料を使用している

事業所や，自動車排出ガスなど発生源の影響を受け

ていることが考えられる。

モニタリング調査地点別の特徴をみると，一般環

境調査地点の大館局と本荘局では， 1,4-ジクロロベ

ンゼンの年平均濃度が他の調査地点に比べて 2倍以

上高かった。 1,4—ジクロロベンゼンは防虫剤や殺虫

剤に含まれており，一般環境調査地点では，日常生

活で使われている化合物の影響が顕著に表れたもの

と考えられる。また，本荘局では，テトラクロロエ

チレンの年平均濃度が他の調査地点に比べて 3倍程

度高かった。テトラクロロエチレンはドライクリー

ニング洗浄剤として使われているので，クリーニン

グ所からの影響を受けている可能性が考えられる。

沿道の調査地点の横手局では，トルエン，エチルベ

ンゼン，キシレンおよび 1,2,4—トリメチルベンゼン

の年平均濃度が他の調査地点に比べて1.3倍以上高

かった。これらの化合物はガソリンに含まれるほか，

溶剤や塗料に広く使われていることから，自動車走

行や，溶剤，塗料関係の発生源の影響を受けている

可能性が高いと考えられる。固定発生源周辺の船J11 

局では，ベンゼンやトルエンなど芳香族化合物の年

平均濃度が他の調査地点に比べて半分程度もしくは

それ以下であった。船川局の近くには秋田石油備蓄

基地が立地しているが，調査結果にはそれからの影

響は特に表れていない。
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表2 平成14年度の大気中揮発性有機化合物 (VOCs)の調査結果

切

大 館 本 荘 横 手 船 J I l 
No. 化合物名 定呈下限値 検出下限値

平均値•1 最小値ー最大値 平均値 最小値ー最大値 平均値 最小値—最大値 平均値 最小値—最大値

2

3

4

5

6

7

8

9

 

CFC-12 

CFC-114 

クロロメタン

塩化ビニルモノマー

1,3—プタジェン

ブロモメタン

クロロエタン

CFC-11 

CFC-113 
|

3

0

1

 

10 1,1ージクロロエチレン

11 3—クロロ＿1-プロペン

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

2

1

2

2

2

3

 

ジクロロメタン

アクリロニトリル

1,1ージクロロエタン

シス-1,2-ジクロロエチレン

クロロホルム

1,1,1-トリクロロエタン

四塩化炭素

1,2ジクロロエタン

ペンゼン

トリクロロエチレン

1,2-ジクロロプロパン

シス・l.3-ジクロロプロペン

0.576 

0.018 

0.530 

<0.005 

0.087 

0.011 

0.012 

0.258 

0.083 

0.109 

0.007 

ND 

0.020 

0.033 

0.09 

0.010 

0.46 

0.007 

0.004 

0.541 -0.652 

0.017 -0.019 

0.451 -0.640 

ND02 -0.017 

0.014 -0.215 

0.009 -0.014 

0.006 -0.016 

0.233 -0.280 

0.074 -0.095 

ND 

ND 

0.045 -0.219 

ND -0.016 

ND -0.001 

ND 

0.012 -0.028 

0.028 -0.036 

0.08 -0.11 

O.OQS -0.013 

0.11 -0.84 

0.002 -0.020 

0.001 -0.012 

ND 

0.566 

0.018 

0.529 

<0.005 

0.038 

0.011 

0.012 

0.252 

0.081 

0.083 

0.005 

ND 

0.018 

0.035 

0.09 

0.009 

0.35 

0.015 

0.003 

0.530 -0.607 

0.016 -0.019 

0.428 -0.678 

ND -0.011 

0.012 -0.086 

0.009 -0.014 

0.005 -0.024 

0.229 -0.274 

0.075 -0.089 

ND 

ND 

0.040 -0.162 

ND -0.013 

ND -0.001 

ND 

0.013 -0.024 

0.028 -0.051 

0.08 -0.10 

<().oos -0.014 

0.14 -o.so 

0.003 -0.043 

ND -0.007 

ND 

0.600 

0.017 

0.503 

<0.005 

0.077 

0.011 

0.010 

0.263 

0.086 

0.112 

0.006 

ND 

0.018 

0.033 

0.09 

0.008 

0.47 

0.012 

0.003 

0.569 -0.653 

0.017 -0.019 

0.399 -0.664 

ND -0.008 

0.029 -0.145 

0.009 -0.017 

0.005 -0.016 

0.226 -0.284 

0.077 -0.099 

ND 

ND 

0.059 -0.244 

ND -0.014 

ND -0.001 

ND 

O.Oll -0.028 

0.027 -0.037 

0.08 -O.ll 

<0.005 -0.012 

0.22 -0.85 

0.002 -0.029 

0.001 -0.010 

ND 

0.561 

0.017 

0.515 

<0.005 

0.014 

0.016 

0.008 

0.260 

0.081 

0
6
9
N
D
N
D
 

n

5

 

0.020 

0.031 

0.09 

0.009 

0.27 

0.006 

0.003 

0.527 -0.591 

0.016 -0.DlS 

0.431 -0.659 

ND -0.016 

<().005 -0.025 

0.009 -0.034 

<().005 -0.020 

0.212 -0.280 

,0.069 -0.090 

ND 

ND 

0.040 -0.135 

ND -0.010 

ND -0.001 

ND 

0.013 -0.043 

0.028 -0.035 

0.08 -0.11 

0.005 -0.014 

0.12 -0.38 

0.001 -0.020 

ND -0.007 

ND 

0.001 

0.001 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.005 

0.001 

0.005 

0.005 

0.005 

0.05 

0.005 

0.05 

0.001 

0.001 

0.005 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.005 

0.001 

0.005 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

笑
田
津
滋
涵
t
"
ヽ
ー
竹
業

藻
3
0
~
2
0
0
2
 

●I:平均値の算出にあたっては，分析値が検出下限値以上で定量下限値未満の場合にはその値とし，分析値が検出下限値未満（ND)の場合には検出下限値の1/2として計算した。
02 : Not Detectable（検出下限値未満）



表2のつづき
如

大 館 本 荘
横 手 船 J l l 

No. 化合物名 定量下限値 検出下限値

平均値•1 最小値ー最大値 平均値 最小値ー最大値 平均値 最小値ー最大値 平均値 最小値—最大値

2

4

2

5

2

6

2

7

2

8

2

9

3

0

 

トルエン

トランス-1,3•ジクロロプロペン

1,1,2ートリクロロエタン

テトラクロロエチレン

1,2ジブロモエタン

クロロペンゼン

エチルベンゼン

|

3

1

1

 

31,32 m/p-キシレン

3

3

3

4

3

5

3

6

3

7

3

8

3

9

4

0

4

1

4

2

4

3

4

4

 

〇ーキシレン

スチレン

1,1,2,2-テトラクロロエタン

4-エチルトルエン

1,3ふトリメチルベンゼン

1,2,4-トリメチルベンゼン

1,3—ジクロロベンゼン

1,4ージクロロベンゼン

ベンジルクロライド

1,2ージクロロベンゼン

1,2,4-トリクロロベンゼン

ヘキサクロロー1,3-プタジエン

1.11 

<().005 

0.008 

0.005 

0.183 

0.34 

0.154 

0.08 

0.193 

0.054 

0.206 

ND 

0.125 

0.003 

<().01 

0.21 -2.35 

ND•2 

ND -<0.005 

0.003 -0.QlS 

ND 

0.001 -0.023 

0.031 -0.385 

0.05 -0.75 

0.027 -0.338 

<0.01 -0.16 

ND 

0.027 -0.4 72 

0.008 -0.131 

0.028 -0.490 

ND -0.001 

0.022 -0.303 

ND 

0.001 -0.007 

<0.01 

ND 

0.79 

<0.005 

0.023 

0.011 

0.146 

0.25 

0.120 

0.01 

0.001 

0.130 

0.037 

0.140 

0.135 

0.004 

<0.01 

0.21 -1.14 

ND 

NDペ0.005

0.006 -0.056 

ND 

0.001 -0.052 

0.025 -0.364 

0.05 -0.50 

0.028 -0.216 

<0.01 -0.03 

ND -0.003 

0.022 -0.289 

0.005 -0.086 

0.020 -0.312 

ND 

0.005 -0.630 

ND 

ND -0.016 

ND -<0.01 

ND 

2.38 

<0.005 

0.007 

0.003 

0.267 

0.51 

0.224 

0.03 

ND 

0.248 

0.071 

0.272 

0.054 

0.002 

ND 

0.95 -4.84 

ND 

NDペ0.005

0.004 -0.014 

ND 

ND -0.019 

0.105 -0.590 

0.20 -1.11 

0.098 -0.454 

0.01 -0.06 

ND -0.003 

0.106 -0.485 

0.029 -0.142 

0.112 -0.565 

ND 

0.014 -0.178 

ND 

ND -0.006 

NDペ0.01

ND 

0.32 

ND 

0.007 

0.005 

0.072 

0.09 

0.046 

<().01 

ND 

0.093 

0.031 

0.129 

ND 

0.021 

0.002 

ND 

0.09 -0.74 

ND 

ND -<().005 

0.003 -0.012 

ND 

0.001 -0.026 

0.009 -0.349 

0.01 -0.35 

0.009 -0.149 

ND -<().01 

ND -0.001 

<().005 -0.689 

0.001 -0.244 

0.004 -1.08 

ND -0.001 

0.002 -0.055 

ND 

ND -0.006 

ND -<0.01 

ND 

0.01 

0.005 

0.005 

0.001 

0.001 

0.001 

0.005 

0.01 

0.005 

0.01 

0.001 

0.005 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.01 

0.001 

0.01 

O.fJ5 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.002 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 

0.001 
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＊1 :平均値の算出にあたっては．分析値が検出下限値以上で定量下限値未満の場合にはその値とし，分析値が検出下限値未満(ND)の場合には検出下限値の1/2として計算した。

*2 : Not Detectable（検出下限値未満）


